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七
十
九
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

こ
と
し
の
成
人
式
は

一
月
十

一山
田
総
務
課
長
の

「
成
人
と
選

五
日
、
午
前
十
時
か
ら
新
装

の
一挙
」
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り

［］］礫『雄つ上舞卿行′レれが一時だつし［̈
∵［̈
は『神には

たれ帥畑は秋わ耐欄ｕ切れ
一てぃました。

九
人

（男
三
十
九
人
、
女
四
十

一

村
県
民
税
の
所
得
申
告
は

二
月
五
日
―
十
四
日
ま
で

村
県
民
税
の
所
得
申
告
を
次

一　
右

い
ず
れ
も
平
日
は
午
前
九

］̈］̈
摯〕̈
卸胆購ぉ̈
一螂̈
“師摯」中」̈
ｒでま．Ｌ轟

日

（
役
場
会
議
室
）
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会ヵ、 百
一
翻
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嘲
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［
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級

ぁげ］「義樺い̈
つまこ̈［［一」とは税務課へ。

昭
和
四
十
三
年

の
今
日

「

成
人
の
日
」

に
あ
た
り
、
こ

の
よ
う
な
り

っ
ば
な
成
人
式

を
挙
げ
て
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

私
た
ち
七
十
九
人
は
今
日

は
全
国
各
地
で
幾
十
万
の
新

成
人
者
が
私
た
ち
と
同
じ
よ

う
に
祝
福
を
受
け
、
そ
の
使

命
と
将
来
に
対
し
て
覚
悟
を

新
た
に
し
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
教
育
長
さ
ん
を
は

じ
め
来
賓
各
位
の
激
励

の
こ

と
ば
の
ひ
と
つ
ひ
と

つ
を
深

く
胸
に
き
ざ
み
、
い
つ
ま
で

も
自
覚
と
責
任
を
持
ち
続
け

明
日
の
社
会
を
築
き
あ
げ
る

り

っ
ば
な
に
な
い
手
と
し
て

世
に
そ
む
く
こ
と
な
く
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
た
な
い
こ
と
ば
で
は
あ

り
ま
す
が
、
新
成
人
者
全
員

を
代
表
し
て
誓
い
の
こ
と
ば

と
い
た
し
ま
す
。

成
人
代
表

丁
子
谷
　
　
悟

印
鑑
証
明
は
本

人
の
手
で
―
―

さ
い
き
ん
印
鑑
証
明
書
を
交

付
申
請
す
る
人
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
印
鑑
証
明
書
は
そ
の
人

に
と

っ
て
大
変
大
事
な
も
の
で

す
。印

鑑
は
資
産
の
登
記
、
負
債

の
確
認
な
ど
社
会
的
に
そ
の
人

の
責
任
を
証
明
す
る
も
の
で
す

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
印
鑑
証

村の人口

(1月 31日 現在)

世帯数  1088
総人口  5214

男   2.569
女   2.645

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
方
は
、
個
人
事

（十
三
出
張
所
）

△
相
内
、
桂
川
地
区
＝
二
月

一

十
二
日
、
十
三
日
、
十
四

～
―
―
―
～
―
―
―
～
」

明
書
の
交
付
と
印
鑑
の
登
録
手

続
き
は
大
変
複
雑
な
も
の
で
す

で
す
か
ら
、
証
明
書
の
交
付

や
登
録
は
で
き
る
だ
け
本
人
が

お
い
で
に
な
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。
本
人
が
病
気
な
ど
の
理

由
で
代
理
人
に
委
託
す
る
と
き

は
、
委
託
状
の
添
付
を
必
要
と

し
ま
す
。

43年度共同保健計画

がまとま りま した
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市
浦
村
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
は
無
競
争
に
な
っ
た

に
な
る
市
浦
村
農
業
委
員
会
委

一新
、
成
田
清
正

（
４４
）
新
、
奈

員
に
選
挙
は
二
月
十
八
日
に
行

一良
正
勝

（
３５
）
新
、
成
田
豊
太

な
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
一郎

´
６３
）
現
、
秋
田
谷
兼
吉

（

定
員
の
十
五
人
よ
り
届
け
出
が

一本
荘
営
造

（
４３
）
現
、
万
谷
育

清
治

（
５２
）
元
、
山
内
秀
太
郎

も
し
も
交
通
事
故
に
あ
っ
た
な
ら
―
―

．　
も
し
も
交
通
事
故
に
あ

っ
た

ら
―

″
ひ
か
れ
損

″
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、

こ
れ
だ
け
は
覚
え

て
お
い
て
下
さ
い
。

△
車
両
番
号
を
絶
対
に
覚
え

て
お
く
。

△
目
撃
者
を
さ
が
す
。

△
警
察

に
届
け
る
。

△
警
察
で
事
故
証
明
を
も
ら

△
診
断
書
を
も
ら
う
。

△
損
害
で
か
か

っ
た
出
費
は

全
部
領
収
書
を
も
ら

っ
て

お
く
。

ま
た
、
加
害
者
が
示
談
に
来

た
ら
―

△
被
害
者
が
被
扶
養
者
で
も

権
利
が
あ
る
。

△
最
近
は
自
殺
で
も
な
い
限

′り
、
被
害
者
の
過
失
は
あ

・　
　
ま
り
問
題
に
さ
れ
な
い
。

△
示
談
は
保
険
額

の
最
低
額

か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
多

示
談
、
裁
判
と
も
法
的
手
続

き
が
め
ん
ど
う
で
あ
る
か
ら
、

で
き
れ
ば
、
警
察

の
交
通
相
談

所
、
弁
護
士
会
の
交
通
事
故
処

理
委
員
会
、
交
通
安
全
協
■
の

交
通
相
談
所
、
な
ど
の
公
的
な

機
に
相
談
す
る
と
よ
い
＝
Ｎ
Ｈ

Ｋ
∧
こ
ん
に
ち
は
奥
さ
ん
∨
か

△
家
庭
を
明
る
く
す
る
話

し
方

（精
神
衛
生
）

①
明
る
い
家
庭
に
は
会
話

が
あ
る
。

「
お
婦
り
な
さ
い
」

「
ウ
ン

」

「
め
し
は
ま
だ
か
」

「
ア

ア
腹

一
杯
だ
、
布
団
を
敷
い

て
お
け
」
だ
け
の
会
話
で
あ

れ
ば
肌
寒
い
も
の
を
感
じ
る

家
族
み
ん
な
で
話
合
う
家
庭

は
明
る
い
家
庭
で
あ
る
。

②
不
和
、

ケ
ン
カ
の
発
生

源
は
ど
こ
に
あ
る
だ
ろ
う
か

各
人
の
考
え
方
の
違
い
に
あ

る
だ
ろ
う
か
、
肌
が
合
わ
な

い
た
め
だ
ろ
う
か
、
よ
く
分

析
し
て
み
る
と
、
互

に
相
手

の
心
を
傷

つ
け
る
よ
う
な
下

手
な
話
し
方
を
し
て
い
る
こ

と
に
案
外
大
き
な
原
因
が
あ

③
下
手
な
話
し
方
は
生
活

を
破
壊
す
る
。

「
白
髪
だ
ら

け
で
ブ
ク
ブ
ク
し
て
い
る
」

と
言
う
の
と

「
ロ
マ
ン
ス
グ

レ
ー
で
カ

ツ

プ
ク
が
よ
い

」
の
で
は
大

方
話
し
方

に

違
い
が
あ
る

④
人
か
ら

好
意
を
も
た

れ
る
に
は
。

私
共
は
自
分

の
嫌

い
な
人

の
話
は
素
直

に
聞
く
気
に

誠
実
、
正
直
、
親
切
も
人
か

ら
好
か
れ
る
も
の
で
は
な
い

人
か
ら
好
意
を
も
た
れ
る
に

は
相
手
を
好
き
に
な
る
こ
と

⑤
人
か
ら
好
か
れ
る
六
つ

の
法
測

の
他
人
の
こ
と
に
誠
実
な
関

心
を
も

つ
こ
と
。

０
他
人
の
名
前
を
覚
え
る
こ

の
他
人
の
長
所
を
認
め
る
こ

０
よ
い
聞
き
手
に
な
る
こ
と

い
他
人
の
趣
味
を
理
解
す
る

△
更
年
期
を
楽
し
く
過
す

知
識

①

″
男
性
は
月
給
に
よ

っ

て
支
配
さ
れ
、
女
性
は
月
経

に
よ

っ
て
支
配
さ
れ
る
。

″

更
年
期
は
女
性
の
定
年
で
あ

る
″
と
の
考
え
は
間
違

っ
て

④
更
年
期
と
は
閉
経
期
の

前
后
数
年
間
で
何
年
と
は

定
出
来
な

い
も
の
で
あ
る
。

０
更
年
期
に
な
り
月
経
不

順
や
閉
止
が
く
る
と
若
さ
が

な
く
な

っ
た
り
老
い
る
だ

だ
と
考
え
る
こ
と
が
更
年

障
害
を
起
す
原
因
ｃ

い
更
年
期
は
心
身

の
充

期
で
あ
る
。
出
産
と
い
う

務
か
ら
解
放
さ
れ
、
精
神

内
面
的
美
し
さ
で
充
分
補

こ
と
が
で
き
る
。

②
更
年
期
障
害
と
は

０
更
年
期

に
は
色

々
の

状
が
で
る
が
こ
れ
は
生
理

な
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。

０
原
因
は
卵
巣
が
老
化
し

て
色

々
の
ホ
ル
モ
ン
の
パ
ラ

ン
ス
が
破
ら
れ
自
律
神
経
の

機
能
が
く
る

っ
て
自
律
神

症
状
を
起
す
。

も
う

一
つ
は
精
神
的
な

の
で
不
安
緊
張
が
自
律
神

症
状
を
引
き
起
す
。

い
症
状
は
内
体
的
に
は
常

に
良
好
で
、

殆
ど
す
べ
て

が
自
覚
症
状

だ
け
即
ち
顔

だ
け
が
苦
し

そ
う
で
あ
る

に
ヽ

痛
み
の
訴
え

も
場
所
が
診

察
毎
に

す
る
。

天
候

に
左

右
さ
れ
る
。

家
庭
内
の
不

和
が

テ
キ
メ
ン
に
悪

る
、
朝
の
く
る
し
み
は
夕

に
な
い
と
言
う
よ
う
に
変
一

き
わ
ま
り
が
な
い
。

③
更
年
期
の
生

摘
指
導

④
自
覚
症
状
を
否
定
し

い
で
、
先
ず
理
解
し
て
や

０
自
分
が
尊
重
さ
れ
て

い

る
と
い
う
実
感
を
与
え
る

」

い
役
員
病
の
巧
用
を
い
か

す
。
―
忙
し
い
人
に
は

期
障
害
は
な
い
。

０
宗
教
や
信
仰
も
よ
い
。

③

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ヨ
ン
で

大
い
に
楽
し
む
こ
と
。

い
性
生
活
は
更
年
期
か
ら

０
食
生
活
は
肥
ら
な
い
こ

と
、
便
秘

へ
の
備
え
が
大

切

０
子
官
が
ん
、
乳
が
ん

に

は
充
分
な
注
意
を
。

交
通
安
全
標
語
）

と
び
だ
す
な

／

車
は
急
に

止
ま
れ
な
い
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七
月

一
日
か
ら 村議会議員選挙は去る一月十七日、相内、脇元、十三の三選挙区に分か

れて行なわれ ましたが、二十二人の新 しい議員が次のとお り決 まりまし
た。なお、三選挙区全体の投票率は九十三・九九%で前回より約 一%上
回る好成績でした。

相内地区
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福井俊美氏   藤田弥男造氏    成田文蔵氏   木村清左衛門氏

工藤武美氏   笹山七三郎氏    安保豪夫氏    千.k田 谷納氏

壇

《
∵紗

ハ
等

村元富弥氏

轟

秋田谷久助氏
(脇元 地 区 ヽ

工藤 一雄氏

鳥
¨
■
一
■

¨

一̈納一貯〔調っっ”〔一一一一こ
と
を
知
ら
ず
、
休
み
な
く
吹

一り
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
太
陽
は
、

槃輔「』『瑯』馨“一一「一中一”〔。への，継鄭狂痴れか

剛耐れ」哺
“計榔
一̈れれっ一
（写真
・雪に遊ぶ子ども

れ嘲御赫獅竹囲
いのネ．ハリ
一　　たち．十三地区
で）

一

そ
れ
で
も
時
折
、
ひ
よ
っ
こ
．

葛西敬治氏     和島定義氏   三11仁 |ll R「氏
(十 三地 区 )

木村義光氏 櫛引覚蔵氏    1:良 蔵:-lt

馴騰椰

一
七
．
八
〇
〇
倍
に
ふ
え
た

郵
便
物

飛
脚
が
現
在
の
よ
う
に
郵
便

制
度
に
生
ま
れ
か
わ

っ
た
の
が

明
治
四
年
、
約
百
年
前
の
こ
と

で
す
。
そ
の
頃
郵
便
物
は
五
六

万
通
程
度
で
し
た
が
、

い
ま
で

は
な
ん
と

一
七
、
八
〇
〇
倍

の

百
億
通
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。一

方
人
日
の
ふ
え
方
は
約
三

倍
で
す
か
ら
、
郵
便
の
ふ
え
方

が
、

い
か
に
大
き
い
か
、
お
わ

か
り
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す

と
こ
ろ
が
最
近
の
十
年
間
だ
け

で
も
二
倍

に
ふ
え
た
百
億
通
の

郵
使
は
明
治
の
昔
と
は
と
ん
ど

同
じ
よ
う
に
取
集
め
、
区
分
、

配
達
ま
で
、
そ
の
大
部
分
が
人

の
手
に
よ

っ
て
扱
わ
れ
て
い
ま

す
。ま

だ
ま
だ
ふ
え
る
郵
便
物

年
間
百
億
と
い
う
日
本
の
郵

便
は
、　
総
数
で
は

ア
メ
リ
カ

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
で
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
と
肩
を
な
ら
べ
て
お

り
ま
す
が
、
人

口

一
人
当
り
の

郵
便
利
用
数
を
み
る
と
ア
メ
リ

カ
三
五
四
通
、

ス
イ
ス
が

二
三

九
通
。
日
本
で
は
九
五
通
で
第

一
二
位
で
す
か
ら
ま
だ
ま
だ
ふ

え
て
ゆ
く
も
の
と
み
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
情
勢

に

対
処
す
る
た
め
、
郵
政
省

で
は

郵
便
作
業
の
近
代
化
に
全
力
を

ぁ
則
は
い
∝
孵
げ

札
郵
旺

書
号

郵
便
物
を
配
達
す
る
郵
便
局

は

全
国
で
約
六
、
○
○
○
程
あ
り

ま
す
が
、

こ
の
郵
便
局

に
郵
便

物

の
系
統
や
局
の
規
模
な
ど
を

考
え
な
が
ら

一
定

の
番
号
を

つ

け
、
利
用
者
が
郵
便
物
を
差
し

出
す
と
き
、
郵
便
物

の
き
ま

っ

た
個
所
に
こ
の
番
号
を
記
載
し

て
い
た
だ
こ
う
と
」
う
の
が
郵

便
番
号
制
度
で
す
。

郵
便
番
号
の
効
果

郵
政
省
で
は
郵
健
物
に
書
か

れ
た
数
字
を
ひ
と
り
で
に
読
み

と
り
い
区
分
す
る
機
械

（自
動

読
取
区
分
機
）
を
開
発
中
で
す

現
在
の
区
分
け
作
業
は
ほ
と
ん

ど
人
力
に
依
存
し
て
い
ま
す
が

将
来
予
想
さ
れ
る
労
働
力
不
足

を
考
え
る
と
、

こ
の
作
業
を
人

力
か
ら
機
械

に
切
り
か
え
る
こ

と
は
社
会

の
す
う
せ
い
か
ら
当

然
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ

れ
に
よ
り
、
作
業
能
率
が
上
り

ビ

ス
の
向
上
が
で
き
正
確

に
郵

便
物
が
お
手
元
に
配
達
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

郵
便
番
号
簿

郵
便
番
号
は
電
話
番
号
と
違

っ
て
各
個
人
の
お
宅
の
番
号
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
郵
便
局
の
配

達
区
域
が
同
じ
な
ら
ば
同
じ
番

号
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
配
達

区
城
は

一
般
の
方

々
に
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
郵
便
番
号

簿
を
作
り
各
家
庭
や
会
社
、
銀

行
に
差
し
上
げ
る
こ
と
に
し
て

相
手
か
ら
来
た
手
紙
の
そ
の
人

の
局
の
番
号
が
書
い
て
あ
れ
ば

そ
の
ま
ま
番
号
を
書
き
、
住
所

も
見
て
書
け
ば
よ
い
わ
け
で
す

（
住
所
録
や
差
出
郵
便
物
の
差

出
人
の
住
所
の
次
に
郵
便
番
号

を
ま
た
名
刺
な
ど
に
も
記
入
し

て
お
く
と
便
利
で
す
）

相
内
局
配
達
地
域
番
号

〇
三
七
１
０
四

十
三
局
配
達
地
域
番
号

〇
三
八
―
三
四

郵
便
番
号
の
書
き
方

枠

の
つ
い
た
は
が
き
、
封
筒

が
発
売
さ
れ
そ
の
枠

の
中
に
配

達
局

の
番
号
を
記
載
し
て
い
た

だ
く
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
実

施

（
昭
和
四
三
年
七
月

一
日
よ

り
実
施
予
定
）
ま
で
に
充
分
間

違
い
の
な
い
よ
う
周
知

い
た
し

ま
す
。（

三
種
以
下
お
よ
び
小
包
に

は
枠
の
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

限

り

な

く

降

る

雪

何

を
も

た

ら

す

や

〓
一　

　

鬼

暦
の
上
で
は
も
う
す
で
に
春

し
か
し
、
降
り
積
る
雪
は
止
む

み
ん
な
の
法
規

は
み
ん

路
の
巾
を
広
げ

一始
末
し
て
、
む
だ
の
な
い
よ
う

し
や
す
い
状
態

に
な
り
・　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（、
進
学
、
就
職
な
ど
を

皆
で
交
通
道
徳
を
よ
く
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た^
ぉ
子
さ
ん
の
あ
る
家

意
し
合

っ
て
交
通
事
故
・　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

． 、
そ
れ
ぞ
れ
の
準
備
や

し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が^
で
き
て
い
る
こ
と
と

いす
。

い
ち
ば
ん
た
い
せ

運

転

者

の

方

一と
は
、
家
族
全
部
が
あ

″い
気
も
ち
で
見
守
っ
て

す
が
、
昔
か
ら
二
月
は
逃
げ
る

○
車
に
は
必
ず
す
べ
り
止
め
を

一故
防
止
に
ご
協
力
下
さ
い
。
　

一や
る
こ
と
で
す
。
と
く
に
進
学

っ
け
ま
し
よ
う
　
　
　
　
　
一　
　
ｏ

，
半
Ｘ
Ｉ
Ｘ
費
Ｘ
貸
　
　
一就
職
の
お
子
さ
ん
た
ち
は
、
焦

○政楚な速度で運転しまし
一　
陸・ヽ
　
書・ヽ
　
中一　
一独嘲普跡厳晰にい̈
かつい

ｏ
琴

Ｆ

薯

鷺

綺

重

自

衛

官

募

集

一↑

危

喜

ｉ

燿

ｒ

も
弱
く
動
作
も
に
ぶ
く
な

っ
一　
△
経
理
課
長
…
葛
西
信

一

（
一が
、
参
考
ま
で
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
相
当
な
距
離
か
一蟹
田
署
経
理
係
長
）
△
庶
務
課
一
ま
す
。

ら
減
速
す
る
こ
と
を
習
慣
づ

一厚
生
係
長
…
須
藤
裕
司

（
鰺
ケ
一　
△
住
民
票
の
写
し
＝

一
枚
四

○
削
肛
い
雌
い

は
吹
く
と
き
で
一沢
Ｍ
轄
に
主
任
）

　
　
　
　
　
一　

△
叶
卸

証
明
＝

一
枚
五
十
円

○
　
　
　
　
¨

¨
”
¨
¨
　
一

締
』

生 係
（‐

¨
「
『
群
鵜

　

（
新
鵡

“

　

一
　
¨
¨
¨
剌
」
¨
¨
　
¨

も
吹
か
な
い
と
き
で
も
左
右
一　
△
北
上
署
経
理
課
長
…
唐
牛
一　
△
身
分
証
明
＝

一
枚
五
十
円

　̈
戸
籍

の
窓

口
　
一

（
一
月
分
届
け
出
分
）

成
田
茂
子

（脇
元
）
睦

八
木
沢
淳

（
十
三
）
良
蔵

秋
田
谷
昇

（桂
川
）
久

佐
藤
勝
幸

（
相
内
）
税

三
和
淳
子

（
相
内
）
徳
衛

木
村
昭
彦

（
太
田
）
正
義

加
納
　
隆

（
十
三
）
金
義

工
藤
勝
美

（
青
森
）
勝
利

伊
南
雅
子

（磯
松
）
裕
雅

小
野
芙
由
子

（
磯
松
）
光
盛

大
田
達
也

（
磯
松
）
武
美

中
村
　
　
満

（脇
元
）

加
藤
ク

ニ
子

（
山
形
）

小
山
　
彰
三

（
磯
松
）

大
川
　
栄
子

（青
森
）

横
山
　
兼
義

（脇
元
）

櫛
引
　
明
子

（脇
元
）

若
林
　
　
浩

（
小
樽
）

高
橋
　
久
子

（
十
三
）

小
山
内
孝
作

（十
三
）

小
笠
原
正
子

（蟹
田
）

植
木
　
一二
夫

（東
京
）

葛
西
む
つ
子

（脇
元
）

熊
谷
　
　
勉

（
小
樽
）

相
坂
美
枝
子

（
十
三
）

中
山
　
隆

一

（
磯
松
）

大
江
　
セ
ッ

（
八
戸
）

大
沢
　
武
美

（
小
泊
）

三
和
　
敏
子

（
相
内
）

小
川
　
戦
次

（
五
所
川
原
）

葛
西
　
和
子

（脇
元
）

西
山
　
里

一

（
下
北
）

三
橋
　
紀
子

（十
三
）

浜
田
　
恵

一

（
十
三
）

峯
谷
　
弘
子

（
北
海
道
）

靱

魏

白
川
ソ
ノ

（金
木
）
８３
才

三
和
元
太
郎

（
相
内
）
８７
才

笠
山
サ
ワ

（脇
元
）
６７
才

中
山
と
み

（磯
松
）
７６
才

秋
田
谷
寅
蔵

（
桂
川
）
７‐
才
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